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Concept
サステナブルな未来のモビリティを実現する
社会イノベーション
CASEで変貌するクルマ社会を展望する
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カーボンニュートラルと
安全への関心の高まり

渡邉　地球規模での気候変動を抑制するため，2020年，
日本政府は2050年にカーボンニュートラルの実現をめざ
すことを宣言しました。SDGs（Sustainable Development 
Goals：持続可能な開発目標）の達成をめざす機運も高
まり，サステナブルな社会の一翼を担うクルマのあり方
への関心も高まっています。CASEと呼ばれる新たな変
革の潮流も起き，各領域での技術革新も進んでいます。
次世代モビリティを研究されてきた須田先生は，こうし
た現在の動向をどのようにご覧になっていますか。
須田　CASEが話題になり始めたのは数年前からです
が，カーボンニュートラルという大きな目標が出てきた
ことで，急速にElectric（電動化）への関心が高まって
いますね。またConnected，Autonomous，Shared ＆ 
Servicesは，自動車が商品というよりもサービスとして
提供されるものになっていく，いわゆるMaaS（Mobility 
as a Service）の動きを加速させると見られています。
カーボンニュートラルと並んで重要性を増しているの
が「安全」というキーワードでしょう。自動車の性能向
上や法令遵守の取り組みなどによって交通事故の死者数
は減少の一途を辿り，2020年にはついに3,000人を割り
込みました。私は現在，国土交通省 自動車局交通政策
審議会の「技術安全ワーキンググループ」の委員長を務
めておりますが，この流れをさらに加速するため，事故
予防技術の搭載により2035年頃までに乗用車（新車）の
責任による死亡事故ゼロをめざすという目標を掲げてい
ます。かなり高い目標ですが，技術と制度の両面から本
気で取り組むには，それぐらい意欲的な数字が必要であ
ろうと思います。
事故や渋滞を減らし交通を円滑化することは，エネル
ギーの浪費を抑えてカーボンニュートラルに貢献するこ
とにもつながります。これからは，自動車単体だけでは
なく移動全体にかかわるエネルギー効率を考えることが
重要です。
アフターコロナの社会では，モビリティの需要や，求
められる質が大きく変化していく可能性があります。そ
れは特に自動車業界にとって逆風となるかもしれません

が，うまく変革の波に乗ることができれば未来の展望も
開けるのではないでしょうか。
上桶　われわれのようなビジネスの最前線でも変革の時
代の到来を日々実感しています。ここ半年ほどの間に各
国，あるいは各カーメーカーからEV（Electric Vehicle）
導入に関するさまざまな目標値が発表され，それに伴っ
てEV関連製品の問い合わせも急増しています。加えて，
須田先生がおっしゃるような交通事故の削減につながる
安全・安心技術，乗り心地の向上，移動の自由の確保な
どにつながる製品やソリューションへの関心が高まって
います。
相田　環境負荷の低減と交通事故ゼロは自動車業界の長
年の課題であり，CASEの潮流によってその可能性が見
えてきたことは大きな進歩ですね。カーボンニュートラ
ルにつながる電動化や，安全運転支援システムの進化は，
政策的な動きとともに，バッテリー，パワーエレクトロ
ニクス，制御などの技術の革新が大きな要因となって加
速しています。それらの領域への投資が拡大したことで
開発競争も激化していますが，われわれ日立Astemoは
日立グループとしての総合力を発揮して革新をリードし
ていきたいと考えています。
渡邉　日立グループの研究開発部門では，モビリティを
取り巻く動向についてどう捉えていますか。
森田　日立は2009年から社会イノベーション事業を推
進しています。これは，デジタル技術を活用することで
社会インフラを革新し，お客様や社会が向き合う課題の
解決をめざす事業ですが，ここ1，2年で多くの課題が
顕在化し，解決への期待も高まっていると感じます。特
にカーボンニュートラルについては，2021年4月現在，
125か国と1地域が，2050年までに実現することを表明
していますが，達成には大きな変革が必要です。そのた
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め，今の事業を強化していくというフォアキャストの考
え方だけでなく，2050年のあるべき世界の姿を前提と
したバックキャストの発想で研究開発の長期戦略を立て
ています。
自動車においてはEVが主流となり，大型商用車の燃
料電池化などの水素利用も進むと予想しています。さら
に自動運転技術が高度化してモビリティのあり方が変わ
るとともに，IT企業などの異業種プレイヤーの参入も
加速するでしょう。その中でオープンイノベーションを
リードして，デジタル技術を取り入れた次世代のモビリ
ティ開発を支援していくことがわれわれの目標です。

安全・安心，低環境負荷で
自由に移動できる社会へ

渡邉　環境，安全・安心などの重要性が高まり，まさに
変革期にあるクルマ社会ですが，須田先生はその未来像
をどのようにお考えでしょうか。
須田　2050年カーボンニュートラルの達成は見届けら
れるかどうかわかりませんが，少なくとも安全・安心に

ついては，やはり誰もが安全に，安心して，行きたいと
ころへ行きたいときに，少ない環境負荷で自由に移動で
きる社会を実現していきたいですね。そうなると公共交
通が必要なくなると思われるかもしれませんが，社会の
ルールを学ぶためにも公共交通という場は必要であり，
将来みんなが自由でパーソナルな移動手段を手に入れる
と，逆に社会性を身につける教育の場としての公共モビ
リティという存在が求められるようになるかもしれま
せん。
上桶　安全・安心で自由な移動を実現することは，社会
全体のサステナビリティを高め，また冒頭でおっしゃっ
ていたモビリティの円滑化にもつながりますね。それに
は自動車業界全体で取り組む必要がありますが，われわ
れサプライヤとしては，クルマが外界をうまく認識し，
外界と適切にコミュニケーションをとるための技術な
ど，必要な技術を開発，提供することで貢献していきます。
また，もう少し近い未来の話をすると，カーボンニュー
トラルに向けて電動化製品を提供していくだけでなく，
製造プロセスと製品のライフサイクルにおける脱炭素も
求められます。今年のIR説明会（Hitachi Investor Day 

図1│日立Astemoの経営ビジョン
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QoL（Quality of Life），AD/ADAS（Autonomous Driving/Advanced Driver Assistance Systems），EBITDA（Earnings Before Interest，Taxes，Depreciation and Amortization）
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2021）では，複数の投資家から当社のカーボンニュート
ラルに向けた具体的な取り組みについて質問を受けまし
た。われわれは，工場では2030年までに生産ラインで
のCO2排出量ゼロ，製品では2030年までに製品の使用
により発生するCO2を50％削減するという目標を立て
て取り組んでいますが，カーボンニュートラルが企業価
値，投資判断を左右する時代になっていることを意識し
て，その流れに対応していく考えです。
相田　カーボンニュートラルは気候変動の抑制のために
行うもので，本来，世界の人々にとっての共通課題であ
るはずですが，国家レベルの政策テーマという先入観も
あり，実際に自動車を購入するエンドユーザーにはあま
り意識されていないのが現状だと思います。やはり環境
意識に頼るだけでなく，エンドユーザーが便利でお得だ
と感じるものが提供できなければ，EVの普及は難しい
のではないでしょうか。われわれサプライヤはEVの価
値を高める製品やシステムを提供していきますが，今後
はEVを家庭の電源に利用するV2H（Vehicle to Home）
や，電力系統安定化のバッファとして利用する V2G
（Vehicle to Grid）のように，エネルギーとの連携で価
値を提供していくことも重要になると思います。
自動運転や運転支援についても，交通事故回避だけで
なく，レベルアップによって運転をシステムに任せてセ
カンダリータスクを可能にすることもエンドユーザーに
とっての価値になります。そのために自動運転レベル3，
さらにはレベル4の技術についてもしっかり取り組んで
いきます。

技術開発を牽引する
物流の最適化

渡邉　モビリティの未来を考えたとき，物流の最適化も
課題と言われていますね。
須田　ええ，モビリティというと人の動きのほうに注目
が集まりがちですが，物の動きも重要です。コロナ禍で
も物流は減らないどころか増えており，その効率化はサ
ステナブルなモビリティに向けて欠かせない要素です。
物流には動脈（生産物の輸送）と静脈（廃棄物などの輸送）
があり，物は人間のようには自分で動きませんから機械
化・自動化には技術的な制約も多くあります。また物流

に関わるセクターは多岐にわたりエコシステムも複雑な
ため，統一的に議論できる場がないことが課題です。
さらに言えば，物流単体で見るのではなく，人と物の
流れをうまくマージするというような考え方も必要で
しょう。旅行や買い物などのとき，荷物だけをすぐにき
ちんと目的の場所まで運んでくれるようなサービスがあ
れば，手ぶらで身軽になれるので移動の選択肢も広がり
ますよね。
森田　物流のような商用のフィールドは，自動運転や充
電インフラも含めたEV技術などの発展を牽引していく
と思われます。EV化が進むと充電管理と運行管理を併
せて考える必要が出てきますし，さまざまな研究開発が
進むでしょう。
またEVの普及では，環境性と経済性の両立という課
題も解決しなければなりません。例えば，2050年に電
力需要量の50％を再生可能エネルギーで賄おうとする
と，500 GW hくらいの蓄電システムが必要になると試
算しており，8,000万台の自動車のうち，約半数がバッ
テリーを積んでいるとして，さらに，その中の20％以
上が系統に接続されて同時に充放電するようなシステム
が必要になると予想されます。こうした課題を克服する
には，社会全体で協力してエネルギー利用を最適化する
世界を構築する必要があります。ただ，数字で見るとハー
ドルは高いのですが，それだけ日立にとってもビジネス
チャンスが大きいと捉えてチャレンジしていくことが大
切だと思います。
上桶　EVに関しては，先日EUが2035年にハイブリッ
ド車も含めたガソリン・ディーゼル車の販売を禁止する
という方針を打ち出しました。これが立法化されるかど
うかは不透明ですが，われわれとしてはこうした動きに
しっかり対応していかなければなりません。一方で，環
境負荷の観点からEVが本当に最適な選択肢なのか疑問
視する意見もあり，日本として議論をリードしていくこ
とも大切ではないかと思います。
須田　EVにしても自動運転にしても，技術を社会実装
していくためには制度設計が不可欠ですけれど，エンジ
ニアの立場から言うと，今後は決められた制度の中で仕
事をするというだけでなく，自分たちが仕事しやすいよ
うな制度になるよう働きかけることにも力を入れていか
なければならないと思います。自分たちの強みと，ユー
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ザーが本当に望んでいるものを両輪とした技術開発が求
められるでしょう。

CASEへの注力で
次世代モビリティの実現に貢献

渡邉　では，モビリティの未来像に向けて，日立グルー
プではどのように取り組んでいくのかをご紹介ください。
上桶　日立グループは2021中期経営計画の中で，社会
イノベーション事業を通じて社会価値，環境価値，経済
価値を向上していくという方針を打ち出しています。こ
れをモビリティ事業に落とし込むと，まず社会価値とは，
先ほどから話題にのぼっているAD（Autonomous 
Driving： 自 動 運 転）， そ れ か らADAS（Advanced 
Driver Assistance Systems：先進運転支援システム）に
関連するシステムやコンポーネントの提供により，安全
性・快適性・QoL（Quality of Life）の向上などに貢献
することです。交通事故や渋滞の削減は社会に大きな価
値をもたらします。

環境価値は，先進電動パワートレインシステムユニッ
トなどの高効率な電動化製品によって，CO2排出量の低
減に貢献することですね。日立Astemoは現時点で電動
車用モータで世界1位※），インバータで世界3位※）のシェ
アを占めていますが，工場の新設などで供給力をさらに
高め，2025年にはインバータも世界１位をめざしてい
きます。
全体的な方針は，デジタル社会の到来という大きな流
れの中で，自動化・電動化を基本としてビッグデータで
つなぐ先進的なモビリティソリューションの提供をめざ
していくことですね。具体的な数字では，2025年頃ま
でにxEVに対して研究開発費も含めて約3,000憶円を投
資するなど，主にCASE関連技術を拡充していきます。
相田　先進モビリティソリューションについて技術的な
観点で言いますと，AD/ADASに関しては，ステレオカ
メラやレーダーなどを組み合わせたセンサーフュージョ
ンによる高度な認知判断技術をコアに，自動運転のレベ

図2│持続可能な社会の構築に貢献する先進的なモビリティソリューションの提供

※）2021年7月現在，日立Astemo株式会社調べ。
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経済価値

車

AD/ADAS

AD/ADASシステムと
先進シャシー技術による
安全性，快適性，QoLの向上

AD/D/ADAADASシスSシステムとテムと

社会価値

ア

xEV

排出ガスを低減する
高効率な電動化製品・技術で，
より良い地球環境に貢献

排出ガ排出ガスを低スを低減する減する

環境価値

CO₂排出量削減による
環境保全

より良い世界を創造する
テクノロジー企業

差別化された技術
•モータ：高トルク密度
•インバータ：独自冷却構造
•ソフトウェア：効率最適化

「e-Axle」の特徴
•高効率
•コンパクト
•コスト競争力

より良い世界を創造する
テクノロジー企業

•拡張性と競争力のある
コンポーネント
•センサーフュージョン技術

ブレーキ，ステアリング，
サスペンションの内製化による

統合シャシー制御

交通事故の減少

注：略語説明
xEV（x Electric Vehicle）
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ルに合わせた拡張性の高いコンポーネントを開発し，
カーメーカーさんがAD/ADAS技術を導入しやすくす
る取り組みを進めています。
EV用のモータ，インバータに関しては日立グループ

の強み技術であり，今後もしっかり強化していくととも
に，ギアボックスも含めた高効率でコンパクトなドライ
ブユニット「e-Axle」を提供することで，航続距離の延
長もしくはバッテリー容量の削減，また設計の自由度を
向上させパッケージングの魅力を高めることに貢献して
いきます。
またシャシーの領域は自動運転技術の構成要素として
も重要であり，ブレーキ，ステアリング，サスペンショ
ンそれぞれのコンポーネントを個別に進化させるだけで
なく，その上にあるADASやパワートレインと連携，
協調した統合車両挙動制御システムで，より安心で快適
な乗り心地を提供していきます。
これからのクルマに不可欠なコネクテッドカー技術に
ついては，日立グループのデジタルイノベーションの中
核であるLumadaを活用して進化させています。自動運
転やMaaSに必要な機能を備えた車載ユニットに加え，
組み込みソフトウェアの無線によるアップデートを行う
OTA（Over The Air）技術を開発し，世界初のレベル3
自動運転を実現した本田技研工業株式会社の新型レジェ
ンドに採用されました。これは差分更新の効率や高いセ
キュリティ性能などが認められた結果です。このほかに
も，Lumadaによる製品とシステムの拡充，深化などに
取り組み，サプライヤの立場から次世代モビリティの実
現に貢献していきます。

高まるソフトウェアの存在感

渡邉　研究開発グループとしてはいかがですか。
森田　日立の社会イノベーション事業は，OT（Operational 
Technology）とITとプロダクトを掛け合わせて社会課
題を解決していく事業であるとも言えるのですが，モビ
リティの分野でも，まずモータやインバータなどのコン
ポーネントにおいて世界ナンバーワンのプロダクトを開
発していくこと，そしてOTとしてそれらを実装して動
かすAD/ADAS，さらにITであるコネクテッド技術を

掛け合わせて，モビリティに新しい価値を創造し，事業
を成長させていくということを研究開発の基本的な方針
としています。
ここ数年，日立グループはABB社（2021年10月より
日立エナジー社に社名変更）のパワーグリッド部門や
GlobalLogic社などの買収によって外部の優れたリソー
スを取り入れることに力を入れてきました。日立Astemo
もそうですが，ここからは，そうした新しい仲間と力を
合わせて注力分野を飛躍的に成長させていかなければな
りません。研究開発グループとしても，それぞれの領域
での成長に貢献できるよう，戦略的に取り組んでいきます。
上桶　GlobalLogic社とLumadaのコラボレーションに
はわれわれも期待しています。日立Astemoでも2020
年にドイツの自動車用ソフトウェアの専門企業であるゼ
ネオス社を仲間に加え，ソフトウェアの強化に力を入れ
ているところです。
OT×IT×プロダクトによる価値創造については，わ
れわれは基本的にプロダクト，ハードウェアを売ってい
く会社なのですけれど，その中に占めるソフトウェアの
割合がどんどん高まるという構造変化が起きています。
特に自動運転のシステムを支える「認知」，「判断」，「操作」
の機能ではソフトウェアが大きな役割を担い，最近では
SDV（Software Defi ned Vehicle）という概念も登場し
ています。自動運転の機能向上のためには，自動車の挙
動や外界情報などのビッグデータを蓄積し，AI（Artifi cial 
Intelligence）を活用して分析，フィードバックする技術
も不可欠となっており，その点でも研究開発グループと
の連携を深めていきたいと考えています。

モビリティと関連要素を組み合わせて
価値を創出

渡邉　ここまでお聞きになって日立にどのようなことを
期待されますか。
須田　私は自動車だけでなく鉄道分野の研究も手がけて
いますから，日立グループとはさまざまな領域でお付き
合いがありますが，これだけ多くのメニューを持ち，統
合的なモビリティプラットフォームが提案できる企業は
世界でもほとんどないと思います。複数の強みを組み合
わせることであらゆるものを提供できますし，モビリティ
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の世界でリーダーシップをとれるのではないでしょうか。
例えば，自動車ではOBD（On Board Diagnostics：車
載故障診断装置）を手がけておられますよね。他方，鉄
道や産業機器ではIoT（Internet of Things）を活用した
故障予兆診断技術を提供しておられますから，それらを
組み合わせると自動車でも予兆診断サービスのようなこ
とが可能になるかもしれません。MaaSの時代にはOT
やITの知見が重要になりますし，そこで集めたデータ
には大きな価値があり，上桶さんがおっしゃるように，
それらを生かすことで自動車の大きな進化が可能になる
と期待されます。
森田　データの重要性についてはおっしゃるとおりで
す。LumadaはもともとIlluminate＋Data，つまりお客
様のデータに光を当てて価値を生み出そうという発想で
構築されたものですから，モビリティ分野でもLumada
によるビッグデータ活用を通じ，お客様の業務プロセス
の改善や製品そのものの進化などの価値創造に貢献した

いと考えています。
須田　自動車とは，乗ること自体を楽しむという側面は
あるものの，広く見ればあくまでも移動のための手段だ
とも言えます。一方で，コロナ禍の中でも依然として移
動の需要がなくなることはなく，また安全で快適な移動
というものは国土，地域，生活や産業の持続可能な発展
を支える重要な要素でもあります。だからこそ，例えば
自動車とエネルギー，自動車と都市計画，自動車とライ
フスタイルなどのように，ほかの関連する要素と組み合
わせたトータルでのコスト評価，ビジネスモデルや価値
の創造ということを，これからの時代は特に考える必要
があるでしょう。そうした意味でも，幅広い事業分野を
手がける日立グループには期待しています。
渡邉　モビリティが豊かな社会の基盤であるということ
を再確認し，社会全体のサステナビリティとともにモビ
リティ自体のサステナビリティにも貢献してまいりま
す。本日はありがとうございました。

図3│2050年に向けた日立のビジョン 「Digital Mobility」

IoTプラット
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注：略語説明
IoT（Internet of Things），DX（Digital Transformation），SDX（Software Defi ned X），FCV（Fuel Cell Vehicle）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


